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通所リハビリテーション（介護予防通所リハビリテーション） 

運営規程 
 

１．施設の概要                                                                

（１）施設の名称                                                              

      ・経 営 主 体       ：医療法人 財団明理会 

   ・施 設 名：介護老人保健施設 利府仙台ロイヤルケアセンター            

      ・開設年月日：平成９年５月１日                                          

      ・所 在 地：宮城県宮城郡利府町新中道二丁目１番地 1                

      ・電 話 番 号：０２２－３５６－０３５５ 

    ・ファックス番号：０２２－３５６－０５３３ 

      ・開 設 者：理事長 中村 哲也 

   ・施設管理者：施設長 小針 雅男 

      ・介護保険指定番号 介護老人保健施設（０４５２６８００２８号）         

 

（２）施設の目的 

       通所リハビリテーションは、要支援状態または要介護状態と認定された利用者(以下単に｢利用者｣という。）に対し、介

護保険法令の趣旨に従って、通所リハビリテーション計画を立てて実施し利用者の心身の機能の維持回復を図ることを

目的とする。 

 

（３）運営の方針 

 ①当施設は、利用者の意志及び人格を尊重し、自傷他害の恐れがある等、緊急時やむを得ない場合以外、原則として利用者に

対し身体拘束を行なわない。 

 ②当施設は、質の高い看護・介護・リハビリテーションを提供できるよう研鑚に努め、利用者の生活機能の維持・向上に努め

る。 

 ③当施設は、利用者が安心して療養生活を送れるよう、安全・衛生の管理に努め、明るく快適な療養環境の提供に努める。 

 ④当施設は、地域の保健医療・福祉サービス事業者との連携を密にし、利用者が地域において包括的ケアサービスを受けるこ

とが出来るように努める。 

 ⑤当施設は、地域高齢者の在宅生活支援を行うと共に、家族の介護負担軽減に寄与する。 

 

（４）施設の職員体制 

    ・管理者１名（専任の常勤医師）・理学療法士、作業療法士若しくは言語聴覚士又は看護職員もしくは介護職員の合計が 

４.5 名（そのうち理学療法士、作業療法士若しくは言語聴覚士を１名以上配置） 

 

（５）利用定員  

   通所リハビリテーションの利用定員は４5 名とする。 

 

（６）営業日及び営業時間 

 ①営業日は年末年始休業日を除く、毎週月曜日から土曜日までの６日間とする。 

 ②営業時間は午前８時３０分～午後４時３０分までとする。 

 ③サービス提供時間は午前９時３０分～午後１６時までとする。 

 

２．通所リハビリテーションサービス内容 

   通所リハビリテーションは、医師、理学療法士、作業療法士及び言語聴覚士等リハビリスタッフによって作成される通所

リハビリテーション計画に基づいて、理学療法、作業療法及び言語療法その他必要なリハビリテーションを行う。 

  ①通所リハビリテーション計画の立案 

  ②送迎 

 ③食事の提供 

  ④入浴（一般浴槽の他入浴に介助を要する利用者には特別浴槽で対応する。） 

  ⑤医学的管理、看護 

  ⑥介護 

  ⑦機能訓練（理学療法、作業療法、言語療法等）  

  ⑧相談援助サービス 

  ⑨その他 

 

３．利用料金（利用料金表をご覧下さい。） 

  支払い方法 

    毎月１０日に発行する前月分請求書により、同月２５日までの支払いを原則とする。支払方法は窓口での現金及びクレジッ
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トカード・現金書留・銀行口座引き落としの４方法とする。 

 

４．通常の事業の実施地域 

  仙台市(宮城野区)、塩釜市、多賀城市及び利府町とする。 

 

５．施設利用に当たっての留意・禁止事項 

  ①共同生活の秩序を守り、規律ある生活をすること。 

 ②火気の取り扱いに注意すること。 

 ③けんか、口論、泥酔、中傷、その他、他人の迷惑となるような行為をしないこと。 

 ④利用者の「営利行為、宗教の勧誘、特定の政治活動」は、禁止する。 

 ⑤金銭・貴重品の管理については、当施設では責任を負わない。 

 ⑥ペットの持ち込みは、禁止する。 

 ⑦その他管理上必要な指示に従うこと。 

 上記各号に規程する事項は、利用者の家族にも適用する。 

 

６．利用中止の勧告 

 ①故意または重大な過失により、前条に規定する禁止行為を頻回に繰り返す場合にあたっては、施設は利用者及びその家族に

利用中止を勧告する場合がある。 

 ②利用者が当該施設通所リハビリテーション対象でなくなった場合、又は保険料の滞納などにより介護保険被保険者の資格を

喪失した場合は、遅滞なく保険者である市町村に通知し対応策を検討する。この結果により利用中止を勧告する場合がある。 

 

７．非常災害対策 

防災設備・・自動火災報知設備、自動火災報知設備受信機、非常電話、 

      非常放送設備、通路誘導灯、避難口誘導灯、粉末消火器、 

      補助散水栓、スプリンクラー 

    消防訓練・・年２回 

 

８．施設内感染防止対策 

   当施設では施設内感染の蔓延防止に努め、職員定期検診、感染防止対策委員会等を実施する。不測の事態により感染者が

発生した場合は、感染マニュアルに基づき、適切な措置を講じ、関係機関（保健所、医療機関、行政機関）と連携をとる。 

 

9．虐待防止対策 

   当施設は、利用者の人権擁護・虐待の防止のため次の事項の措置を講じます。 

①  虐待を防止するための職員に対する研修の実施。 

②  利用者及びその家族からの苦情処置体制の整備。  

③  その他虐待防止のために必要な措置。 

   当施設は、虐待又は虐待が疑われる事案を発見した場合は、速やかに市町村に通報するものとする。 

  

10．ハラスメント対策等 

    ① 当施設は、職場におけるハラスメントの内容及び職場におけるハラスメントを行ってはならない旨の方針を明確化

し、職員に周知・啓発を行います。 

② ハラスメントに対する相談窓口を設置し、適切に対応するために必要な体制を整備します。  

③  ハラスメント防止を図るため、職員に対し、必要な研修を実施します。 

④  ハラスメント被害者への配慮のため行為者に対して一人で対応させない等、必要な措置を講じます。 

 

11．その他 

   個人情報保護方針、協力病院、利用料金表、苦情処理の対応及び事故発生時緊急連絡体制については、施設内に掲示する。 



介護老人保健施設利府仙台ロイヤルケアセンター 

通所（介護予防通所）リハビリテーション重要事項説明書 

１．施設の概要 

（１）施設の名称 

  ・経 営 主 体：医療法人財団明理会 

  ・事 務 所：東京都板橋区本町３６－３ 

  ・施 設 名：介護老人保健施設 利府仙台ロイヤルケアセンター 

  ・開設年月日：平成９年５月１日 

  ・所 在 地：宮城県宮城郡利府町新中道２丁目１番地 1 

  ・敷 地 面 積：８，２３１㎡ 

  ・施 設 建 物：５，８８２㎡ 

  ・電 話 番 号：０２２―３５６－０３５５  ・ファックス番号０２２―３５６－０５３３ 

  ・開 設 者：理事長 中村 哲也 

  ・管 理 者：施設長 小針 雅男 

  ・事業所番号：０４５２６８００２８号 

 

（２）施設の目的 

    通所リハビリテーション及び、介護予防通所リハビリテーション（以下「当施設」という。）は、要支

援状態または要介護状態と認定された利用者（以下「利用者」という。）に対し、介護保険法令の趣旨に

従って、通所リハビリテーション計画及び、介護予防通所リハビリテーション計画（以下「通所リハビ

リテーション計画等」という）を立てて実施し利用者の心身の機能の維持回復を図ることを目的とする。 

 

（３）運営の方針 

   ①当施設は、利用者の意思及び人格を尊重し、自傷他害の恐れがある等、緊急時やむを得ない場合以

外、原則として利用者に対し身体拘束を行わない。 

   ②当施設は、質の高い看護・介護・リハビリテーションを提供できるよう研鑽に努め、利用者の生活機

能の維持・向上に努める。 

   ③当施設は、利用者が安心して療養生活を送れるよう、安全・衛生の管理に努め、明るく快適な療養環

境の提供に努める。 

   ④当施設は、地域の保健医療・福祉サービス事業者と連携を密にし、利用者の早期家庭復帰を援助する

と共に、利用者が地域において包括的ケアサービスを受けることが出来るよう努める。 

   ⑤当施設は、地域高齢者の在宅生活支援を行うと共に、家族の介護負担軽減に寄与する。 

 

 （４）施設の職員体制（常勤、非常勤を含む） 

   管理者１名（専任の常勤医師）・理学療法士、作業療法士若しくは言語聴覚士又は看護職員もしくは介護

職員の合計が４.５名（そのうち理学療法士、作業療法士若しくは言語聴覚士を１名以上配置） 

   人員基準に定められた上記の人数以上の職員体制を配置する。  

 

（５）利用定員 

   当施設の利用定員は４５名とする。 

 

（６）営業日及び営業時間 

   当施設の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。 

①営業日は、年末年始休業日を除く、毎週月曜日から土曜日までの６日間とする。 

②営業時間は午前８時３０分～午後５時３０分とする。 

  ③サービス提供時間は午前９時３０分～午後１６時までとする。 

２．サービスの内容 

  ①通所リハビリテーション計画等の立案 

  ②食事の提供（昼食１２：００～１３：００） 

  ③入浴 

  ④医学的管理、看護 

  ⑤介護 

  ⑥機能訓練（リハビリテーション実施計画書等のリハビリテーションの実施、指導等） 

  ⑦栄養管理（栄養マネジメント等の栄養状態の管理、指導等） 

  ⑧相談援助サービス 

  ⑨その他 



 

３．利用料その他の費用 

（１）利用料は、厚生労働大臣が定める基準によるものとし、介護報酬の利用者負担額と食費とする。その他

の費用として、次の各号に掲げる費用の支払いを受けることが出来るものとする。 

  ①食費 

  ②その他サービスを提供する便宜の内、日常生活上においても通常必要となる費用や、利用者が参加する

余暇活動等にかかる費用。 

  ③前記の費用の支払いを受ける場合には、利用者またはその家族に対して事前に文書で説明した上で、支

払いに同意した旨の文書に署名（記名押印）を受けることとする。 

  上記利用料に関しては、（別紙１）「通所リハビリテーションサービス利用料金表」を提示する。 

 

（２）支払い方法 

   毎月１０日に発行する前月分請求書により、同月２５日までの支払いを原則とする。 

   支払い方法は、銀行口座引落とし、窓口での現金、クレジットカード、現金書留とする。 

 

４．通常の事業の実施地域 

  通常の送迎実施区域を以下の区域とする。 

  仙台市（宮城野区）・塩釜市・多賀城市及び利府町 

 

５．利用に当たっての留意・禁止事項 

   当施設の利用に当たっての留意・禁止事項を以下のとおりとする。 

  ①共同生活の秩序を守り、規律ある生活をすること。 

  ②火気の取り扱いに注意すること。 

  ③けんか、口論、泥酔、その他、他人の迷惑となるような行為をしないこと。 

  ④利用者の「営利行為、宗教の勧誘、特定の政治活動」は、禁止する。 

  ⑤金銭・貴重品の管理については、当施設では責任を負わない。 

  ⑥ペットの持ち込みは、禁止する。 

  ⑦その他管理上必要な指示に従うこと。 

  上記各号に規定する事項は、利用者の家族にも適用する。 

 

６．非常災害対策 

   施設は、消防法の規定に基づき非常災害に関する計画をたて、非常災害に備えるため、定期的に避難、

救出その他必要な訓練を行うものとする。 

 ・防災設備・・自動火災報知設備、自動火災報知設備受信機、非常電話、非常放送設備、通路誘導灯、非難

口誘導灯、粉末消火器、補助散水栓、スプリンクラー 

 ・消防訓練・・年２回 

 

７．個人情報保護 

当施設の個人情報保護方針及び利用目的は次紙記載の通りとする。 

又、施設職員に対して、施設職員である期間及び施設職員でなくなった後においても、正当な理由がな

く、その業務上知りえた利用者又はその家族の秘密を第三者に漏らすことがないよう指導教育を随時行

う。 

 

８．要望・苦情の申し出 

   当施設への要望及び苦情に関しては、（別紙２）の体制により対応する。 

 

９．事故発生時の対応 

   介護サービス提供にあたって事故が発生した場合は、速やかに家族や市町村等に連絡すると共に、必

要な措置を講じる。事故内容については状況等を記録し、再発防止に努める。事故が故意過失による場

合は損害賠償する。ただし、当該事故が故意過失によらない場合や、入所者に重過失がある場合はこの

限りではない。 

事故発生時の対応は別紙の通りとする。（別紙３） 

 

 

 

 



 

10．施設内感染防止対策 

   当施設では施設内感染の蔓延防止に努め、職員定期健診、感染防止対策委員会等を実施する。不測の

事態により感染者が発生した場合は、感染マニュアルに基づき、適切な措置を講じ、関係機関（保健

所、医療機関、行政機関）と連携をとる。 

 

11. 虐待防止事項 

   当施設は、利用者の人権の擁護・虐待の防止のため次の事項の措置を講じます。 

    ① 虐待を防止するための職員に対する研修の実施 

    ② 利用者及びその家族からの苦情処置体制の整備 

    ③ その他虐待防止のために必要な措置 

   当施設は、虐待又は虐待が疑われる事案を発見した場合は、速やかに市町村に通報するものとする。 

 

12. ハラスメント対策等 

   ①当施設は、職場におけるハラスメントの内容及び職場におけるハラスメントを行ってはならない旨

の方針を明確化し、職員に周知・啓発を行います。 

   ②ハラスメントに対する相談窓口を設置し、適切に対応するために必要な体制を整備します。 

   ③ハラスメント防止を図るため、職員に対し、必要な研修を実施します。 

   ④ハラスメント被害者への配慮のため行為者に対して一人で対応させない等必要な措置を講じます。 

 

 

 

附則 

平成２６年 ４月１日  一部改定（料金表：消費税増税による） 

平成２７年 ４月１日  一部改定（料金表：介護保険改定による） 

平成２７年 ５月１日  一部改正（料金表：タオル代追加） 

平成２７年 ８月１日  一部改定（料金表：利用者負担割合変更による） 

平成２８年 ４月１日  一部改定（料金表：おやつ代追加による） 

平成２８年 ４月１４日 一部改定（通所リハビリテーションサービス利用に係る情報提供同意書の 6 項を追

加） 

平成２９年 ４月１日  一部改定（料金表：介護保険改定による） 

平成２９年１０月１日 一部改訂（苦情対応組織図メンバーの変更） 

平成３０年 ２月２１日 一部改訂（苦情対応組織図メンバーの変更） 

平成３０年 ４月１日  一部改定（料金表：介護保険改定による） 

令和１年 ５月１日   一部改定（元号改定による変更） 

令和１年１０月１日  一部改定（介護保険改定に伴う料金表変更・所在地変更に伴う変更） 

令和３年 ４月１日   一部改定（料金表：介護保険改定による） 

               （虐待防止事項・ハラスメント対策等追加） 

令和３年 ８月１日  一部改定（料金表：利用者負担割合変更に伴う料金表の変更） 

令和４年 ４月１日  一部改定（施設長、苦情対応組織図メンバーの変更） 

令和４年１０月１日 一部改定（料金表：食事代の変更） 

令和５年 ４月１日  一部改定（料金表：食費・居住費の変更） 

              （同意書の一部変更） 

（個人情報保護同意書の変更） 

              （契約書署名欄の一部変更） 

令和６年  ４月１日 一部改定（料金表：食事代の変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１ 

通所・介護予防通所リハビリテーションサービス利用料金表 

１. 通所リハビリテーションサービス費 

サービス内容略称 
単

位 

 大規模Ⅱ 大規模Ⅰ 通常規模 

1割負担 2割負担 3割負担 1割負担 2割負担 3割負担 1割負担 2割負担 3割負担 

通所リハビリテーション費 

（1時間以上 2時間未満） 

要介護 1 

日 

353円 706円 1,059円 361円 722円 1,083円 366円 732円 1,098円 

要介護 2 384円 768円 1,152円 431円 862円 1,293円 436円 872円 1,308円 

要介護 3     411円 822円 1,233円 421円 842円 1,263円 426円 852円 1,278円 

要介護 4 441円 882円 1,323円 450円 900円 1,350円 455円 910円 1,365円 

要介護 5 469円 938円 1,407円 481円 962円 1,443円 487円 974円 1,461円 

通所リハビリテーション費 

（2時間以上 3時間未満） 

要介護 1 

日 

368円 736円 1,104円 375円 750円 1,125円 380円 760円 1,140円 

要介護 2 423円 846円 1,269円 431円 862円 1,293円 436円 872円 1,308円 

要介護 3 477円 954円 1,431円 488円 976円 1,464円 494円 988円 1,482円 

要介護 4 531円 1,062円 1,593円 544円 1,088円 1,632円 551円 1,102円 1,653円 

要介護 5 586円 1,172円 1,758円 601円 1,202円 1,803円 608円 1,216円 1,824円 

通所リハビリテーション費 

（3時間以上 4時間未満） 

要介護 1 

日 

465円 930円 1,395円 477円 954円 1,431円 483円 966円 1,449円 

要介護 2 542円 1,084円 1,626円 554円 1,108円 1,662円 561円 1,122円 1,683円 

要介護 3 616円 1,232円 1,848円 630円 1,260円 1,890円 638円 1,276円 1,914円 

要介護 4 710円 1,420円 2,130円 727円 1,454円 2,181円 738円 1,476円 2,214円 

要介護 5 806円 1,612円 2,418円 824円 1,648円 2,472円 836円 1,672円 2,508円 

通所リハビリテーション費 

（4時間以上 5時間未満） 

要介護 1 

日 

520円 1,040円 1,560円 540円 1,080円 1,620円 549円 1,098円 1,647円 

要介護 2 606円 1,212円 1,818円 626円 1,252円 1,878円 637円 1,274円 1,911円 

要介護 3 689円 1,378円 2,067円 711円 1,422円 2,133円 725円 1,450円 2,175円 

要介護 4 796円 1,592円 2,388円 821円 1,642円 2,463円 838円 1,676円 2,514円 

要介護 5 902円 1,804円 2,706円 932円 1,864円 2,796円 950円 1,900円 2,850円 

通所リハビリテーション費 

（5時間以上 6時間未満） 

要介護 1 

日 

579円 1,158円 1,737円 599円 1,198円 1,797円 618円 1,236円 1.854円 

要介護 2 687円 1,374円 2,061円 709円 1,418円 2,127円 733円 1,466円 2,199円 

要介護 3 793円 1,586円 2,379円 819円 1,638円 2,457円 846円 1,692円 2,538円 

要介護 4 919円 1,838円 2,757円 950円 1,900円 2,850円 980円 1,960円 2,940円 

要介護 5 1,043円 2,086円 3,129円 1,077円 2,154円 3,231円 1,112円 2,224円 3,336円 

通所リハビリテーション費 

（6時間以上 7時間未満） 

要介護 1 

日 

670円 1,340円 2,010円 694円 1,388円 2,082円 710円 1,420円 2,130円 

要介護 2 797円 1,594円 2,391円 824円 1,648円 2,472円 844円 1,688円 2,532円 

要介護 3 919円 1,838円 2,757円 953円 1,906円 2,859円 974円 1,948円 2,922円 

要介護 4 1,066円 2,132円 3,198円 1,102円 2,204円 3,306円 1,129円 2,258円 3,387円 

要介護 5 1,211円 2,422円 3,633円 1,252円 2,504円 3,756円 1,281円 2,562円 3,843円 

通所リハビリテーション費 

（7時間以上 8時間未満） 

要介護 1 

日 

708円 1,416円 2,124円 734円 1,468円 2,202円 757円 1,514円 2,271円 

要介護 2 841円 1,682円 2,523円 868円 1,736円 2,604円 897円 1,794円 2,691円 

要介護 3 973円 1,946円 2,919円 1,006円 2,012円 3,018円 1,039円 2,078円 3,117円 

要介護 4 1,129円 2,258円 3,387円 1,166円 2,332円 3,498円 1,206円 2,412円 3,618円 

要介護 5 1,282円 2,564円 3,846円 1,325円 2,650円 3,975円 1,369円 2,738円 4,107円 



    

サービス内容略称 
単

位 

金額 
備考 

１割負担 ２割負担 ３割負担 

入浴介助加算(Ⅰ) 日 40 円 80 円 120円  

入浴介助加算(Ⅱ) 日 60 円 120円 180円  

リハビリテーションマネジメント加算（A）イ 月 
560円 1,120 円 1,680 円 6 ヶ月以内 

240円 480円 720円 6 ヶ月以降 

リハビリテーションマネジメント加算（A）ロ 月 
593円 1,186 円 1,779 円 6 ヶ月以内 

273円 546円 819円 6 ヶ月以降 

リハビリテーションマネジメント加算（B）イ 月 
830円 1,660 円 2,490 円 6 ヶ月以内 

510円 1,020 円 1,530 円 6 ヶ月以降 

リハビリテーションマネジメント加算（B）ロ 月 
863円 1,726 円 2,589 円 6 ヶ月以内 

543円 1,086 円 1,629 円 6 ヶ月以降 

短期集中個別リハビリテーション実施加算 日 110円 220円 330円  

認知症短期集中リハビリテーション実施加算Ⅰ 日 240円 480円 720円 週 2回を限度 

認知症短期集中リハビリテーション実施加算Ⅱ 月 1,920 円 3,840 円 5,760 円 月 4回以上実施 

生活行為向上リハビリテーション実施加算 月 1,250 円 2,500 円 3,750 円 6 ヶ月以内 

リハビリテーション提供体制加算 

(1) 

回 

12 円 24 円 36 円 3時間以上 4時間未満 

(2) 16 円 32 円 48 円 4時間以上 5時間未満 

(3) 20 円 40 円 60 円 5時間以上 6時間未満 

(4) 24 円 48 円 72 円 6時間以上 7時間未満 

(5) 28 円 56 円 84 円 7時間以上 

理学療法士等体制強化加算 日 30 円 60 円 90 円  

若年性認知症利用者受入加算 日 60 円 120円 180円  

栄養改善加算 回 200円 400円 600円 月２回を限度 

栄養アセスメント加算 月 50 円 100円 150円  

口腔・栄養スクリーニング加算(Ⅰ) 
回 

20 円 40 円 60 円 
6 ヶ月に一回を限度 

口腔・栄養スクリーニング加算(Ⅱ) 5 円 10 円 15 円 

口腔機能向上加算(Ⅰ) 
回 

150円 300円 450円 
月２回を限度 

口腔機能向上加算(Ⅱ) 160円 320円 480円 

重度療養管理加算 日 100円  200円 300円  

移行支援加算 日 12 円 24 円 36 円  

科学的介護推進体制加算 月 40 円 80 円 120円  

中重度者ケア体制加算 日 20 円 40 円 60 円  

送迎を行わない場合 
片

道 
▲47 円 ▲94 円 ▲141 円  

サービス提供体制強化加算（Ⅰ） 日 22 円  44 円 66 円   

通所リハ感染症等対応加算  所定単位の３％を加算 

介護職員等ベースアップ支援加算  所定単位の 1.0％を加算 

介護職員処遇改善加算（Ⅰ）  所定単位の 4.7％を加算 

介護職員特定処遇改善加算(Ⅰ)  所定単位の 2.0％を加算 

 

 

 



 

3．食費 

昼  食  （１食） ８７１円（非課税） 

おやつ（１日）※午後からの利用者のみ 0８７円（非課税） 

 

4．その他の利用料 

種 類 金 額 種 類 金 額 

尿取りパット １枚  25円（非課税） オムツ（Ｍ） １枚  120円（非課税） 

リハビリパンツ（Ｍ） １枚 120円（非課税） オムツ（Ｌ） １枚  140円（非課税） 

リハビリパンツ（Ｌ） １枚 150円（非課税） 写真代 １枚    44円（消費税込） 

入浴用タオルセット １日  88円（消費税込） 催事参加費 行事・レクに係る実費額   

カット・顔剃り 3,300円(消費税込) カット 2,200円(消費税込) 

顔剃り 1,100円(消費税込)   

 

 

 

２.介護予防通所リハビリテーションサービス費 

サービス内容略称 
単

位 

金額 備考 

１割負担 ２割負担 ３割負担  

予防通所リハビリテーション費 
要支援 1 

月 
2,053 円 4,106 円 6,159 円  

要支援 2 3,999 円 7,998 円 11,997円  

利用開始から 12月を超えて予防通所

リハビリテーションを行った場合 

要支援 1 

月 
▲20 円 ▲40 円 ▲60 円  

要支援 2 ▲40 円 ▲80 円 ▲120 円  

生活行為向上リハビリテーション実施加算 月 562円 1,124 円 1,686 円 6 月以内 

運動器機能向上加算 月 225円 450円 675円  

栄養改善加算 月 200円 400円 600円  

栄養アセスメント加算 月 50 円 100円 150円  

口腔・栄養スクリーニング加算(Ⅰ) 
回 

20 円 40 円 60 円 
6 ヶ月に一回を限度 

口腔・栄養スクリーニング加算(Ⅱ) 5 円 10 円 15 円 

口腔機能向上加算(Ⅰ) 
月 

150円 300円 450円 
月 1回を限度 

口腔機能向上加算(Ⅱ) 160円 320円 480円 

事業所評価加算 月 120円 240円 360円  

若年性認知症利用者受入加算 月 240円 480円 720円  

選択的サービス複数実施加算（Ⅰ） 
月 

480円 960円 1,440 円  

選択的サービス複数実施加算（Ⅱ） 700円 1,400 円 2,100 円  

科学的介護推進体制加算 月 40 円 80 円 120円  

サービス提供体制強化加算（Ⅰ） 
要支援 1 

月 
88 円 176円 264円  

 
要支援 2 176円 352円 528円  

介護職員等ベースアップ支援加算 月 総単位数に 1.0％を乗じた金額 

介護職員処遇改善加算（Ⅰ） 月 総単位数に 4.7％を乗じた金額 

介護職員特定処遇改善加算(Ⅰ) 月 総単位数に 2.0％を乗じた金額 



 

別紙２ 

苦情及び高齢者虐待対応組織図 

利用者                              ③入所部門 

 

            受付         相  談                   委員長 

家 族        対 応 者       窓  口      ④通所部門        ⑥ 

            ①           ② 

 

第三者                              ⑤事務部門 

 

 

① 苦情受付及び高齢者虐待の対応者：当事者及び関係者 

② 苦情相談及び高齢者虐待対応窓口：介護支援専門員 支援相談員 

③ 入所部門：看護部長 介護課長 介護係長 

④ 通所部門：看護部長 介護課長 介護係長 

⑤ 事務部門：事務長 支援相談員 総務課 

⑥ 訪問リハビリ部門：訪問リハビリ管理者 

⑦ 委員長：施設長 

利用者からの苦情を処理する為に講ずる措置の概要 

一．苦情相談窓口の設置 

  利用者からの苦情に対し常設の窓口を設置する。 

二．利用者からの事情聴取 

  苦情相談窓口は、利用者からの苦情内容について十分聴き、内容の明確化に努め記録をとり、調査・対応

が必要なしと判断した時は、理解が得られる説明を行う。 

三．当事者からの事情聴取 

  苦情相談窓口は、利用者からの苦情内容を把握した上で、施設の当事者あるいは事情を知り得る関係者等

から事実確認を行う。 

四．委員会開催の要請 

  苦情相談窓口は、事実確認した上で、解決策について協議するために委員会の開催について施設長に要請

をし、施設長がそれを召集し開催する。 

五．委員会の開催 

  苦情対策委員会により苦情の案件について協議した結果について説明し、改善が必要と認められるときは、

改善策を講じる。 

六．職員への周知 

  委員会における協議内容の結果について職員への伝達研修を行い改善に努める。 

七．解決・改善の公表 

  解決・改善の結果については、サービスの信頼性を向上するため、個人情報に関するものを除き、定期的

に公表します。 

 

行政機関その他の苦情受付機関 

名   称 Ｔ Ｅ Ｌ 

利府町保健福祉部健康推進課 ０２２－３５６－１３３４ 

仙台市宮城野区障害高齢課 ０２２－２９１－２１１１ 

塩釜市健康福祉部長寿社会課 ０２２－３６４－１２０４ 

多賀城市保健福祉部介護福祉課 ０２２－３６８－１１４１ 

松島町健康長寿課 ０２２－３５５－０６７７ 

七ヶ浜町健康増進課 ０２２－３５７－７４４７ 

宮城県国民健康保険団体連合会 ０２２－２２２－７７００ 

 

Ｔ Ｅ Ｌ   0 2 2 - 3 5 6 - 0 3 5 5 

Ｆ Ａ Ｘ   0 2 2 - 3 5 6 - 0 5 3 3 

ｅメール   rifuroyalcare@ims.gr.jp 

.jp 



別紙３ 

利府仙台ロイヤルケアセンター事故発生時緊急連絡体制 

 

 

 

 

 

事故の状況（ケガの程度等）を伝える 

                            事故状況等を伝える 

  

          

 

 

対応の指示         事故状況等を伝える        必要に応じ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 事故発生の連絡・事故後のサービス調整等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※２４時間以内に緊急処置に関わった全職員で作成する 

 

 

この連絡網はあくまでもマニュアルに過ぎません。事故発生状況により変更が生じる場合もあります。 

 

 

 

 

事故発見者 

看護職員 看護部長 事務長 

施設長（医師） 保険会社 

家族 

自治体（市町村） 

支援相談員 

居宅介護支援事業者 

事故報告書作成 

 

必
要
に
応
じ 

 

 



 

介護老人保健施設 

通所・介護予防通所リハビリテーション利用同意書 

 

 

 

 

 

 

重要事項説明書を受領し、内容に関して、担当者による説明を受け、これらを十分に理解した上で同意します。 

 

 

 

 

 

介護老人保健施設 利府仙台ロイヤルケアセンター 

施設長 小針 雅男 殿 

 

 

 

令和   年   月   日 

 

 

同意者（利用者） 

 

氏 名                         印 

 

 

住 所                                          

 

 

 

同意者（利用者家族） 

 

氏 名                         印   続柄           

 

 

住 所                                          

 

 

 

説明者 

 

氏 名                           印   所属            

 

 

 



利用者様の個人情報保護についてのお知らせ 

 

当施設では、利用者様に安心してサービスを受けていただくために、利用者様の個人情報の取扱いにも万全

の体制で取り組んでいます。 

個人情報とは 

 生存する個人に関する情報です。氏名・生年月日・住所・性別・顔画像等に限らず、身体、財産、職種、肩

書、事実、判断、評価、映像、音声による情報も含まれます。客観的な検査データとそれに対する医師の判

断、評価も個人に関する情報です。お亡くなりになった方に関する情報は、生存するご遺族様等に関する情報

となります。 

なお、診察した医師の視点から、医学的判断や評価等が医師の個人に関する情報とみなされることもありま

す。 

個人情報の利用目的について 

 当施設では、利用者様の個人情報を次紙記載の目的で使用させていただくことがございます。これら以外の

目的で使用させていただく必要が生じた場合には、改めて利用者様から同意をいただきます。 

個人情報の開示・訂正・利用停止について 

 当施設では、利用者様の個人情報の開示・訂正・利用停止等につきましても「個人情報の保護に関する法

律」の規定にしたがって進めております。 

個人情報の使用期間について 

利府仙台ロイヤルケアセンター通所・介護予防通所リハビリテーション契約書第 2 条に準ずるものとします。 

個人情報保護方針について 

 医療法人財団明理会利府仙台ロイヤルケアセンターは、「思いやり」「安心」「信頼」という理念のもと、質の高

い看護・介護・リハビリテーションの実現とよりよいサービスの提供を目標として、努力しております。利用者

様の健康状態に応じて適格なサービスを提供させていただくためには、利用者様に関する様々な情報が必要です。

利用者様と確かな信頼関係を築き上げ、安心してサービスを受けていただくために、利用者様の個人情報の安全

管理は欠くことはできません。当法人・当施設では下記の基本方針に基づき、情報の管理を行い、利用者様の個

人情報保護に厳重な注意を払っております。 

 

１．利用者様情報の収集・利用・第三者への提供 

  個人情報を保護・管理する体制を確立し、適切な個人情報の収集、利用者及び提供に関する内部規則を定

め、これを遵守します。ご本人の承諾なしに第三者に提供することはありません。 

 

２．利用者様情報の安全保護 

   個人情報へのアクセス、個人情報の紛失、破壊、改ざん及び漏えい等に関する万全の予防措置を講じます。 

万一の問題発生時には速やかな是正対策を実施します。 

 

３．職員教育・業務委託先監督 

   個人情報保護体制を適切に維持するために、職員の教育・研修を徹底します。また、一部の業務を外部の

会社等に委託する場合があります。その際に、利用者様の個人情報を知らせることもありますが、当法人・

当施設では信頼のおける会社等を選択すると同時に、利用者様の個人情報が不適切に扱われないように監督

してまいります。 

  

４．法令・規範の遵守 

   個人情報に関する法令及びその他の規範を遵守します。 

  

５．継続的改善 

   的確な個人情報の保護措置が講じられるよう、個人情報の取扱いに関する内部規定を定期的に見直し、こ

れを遵守してまいります。 

 

 



当施設における利用者様の個人情報の使用目的 

 

１．施設内での使用 

 ①利用者様に提供する介護サービス 

 ②介護保険事務 

 ③入退所等の管理 

 ④会計・経理 

 ⑤事故等の報告 

 ⑥技術の向上を目的とした施設内症例研究 

 ⑦その他、利用者様に関わる管理運営業務 

 

２．施設外への情報提供としての使用 

①他の病院・診療所・薬局・介護サービス事業者等との連絡調整（利用状況、他科受診、担当者会議等） 

②他の病院・診療所・薬局・介護サービス事業者等からの照会への回答 

③検体検査業務等の業務委託 

 ④ご家族等への心身の状況説明 

 ⑤審査支払機関へのレセプトの提出 

⑥審査支払機関又は保険者からの照会への回答 

⑦行政機関への実地指導・監査・照会・相談・学術研究に伴う情報提供及び事故等の報告 

⑧損害賠償保険などに係る保険会社等への相談又は届出等 

⑨その他、利用者様への介護保険事務に関する利用 

 

３．その他 

 ①介護サービスや業務の維持・改善の為の基礎資料 

②介護保険施設等において実施される学生の実習への協力 

③その他、介護サービス向上に関連する施設管理運営業務 

 

上記に対する同意・留保についてはいつでも撤回、変更等が可能です。個人情報保護相談窓口は１F 事務所

となっておりますのでお申し付けください。 

 

 

個人情報保護に関する相談窓口 

利府仙台ロイヤルケアセンター事務所 

TEL：022-356-0355  

FAX：022-356-0533 

E-mail:rifuroyalcare@ims.gr.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



介護老人保健施設サービス利用に係る情報提供同意書 

 

 私（利用者及びその家族）は、「利用者様の個人情報に関するお知らせ」「当施設における個人情報の使用目的」 

の内容及び個人情報の取り扱いについて十分に理解しました。 

利府仙台ロイヤルケアセンターに対し必要な個人情報を提供し、適切に使用することを同意します。 

 

 

 

 

当施設ホームページ・広報誌等へ、施設内の雰囲気をよりよく伝える為に写真を掲載することがあります。 

写真（施設でのイベント等行事風景）を掲載することを 

 

［ 許可 ・ 不許可  ］ します。 

 

 

 

 

介護老人保健施設利府仙台ロイヤルケアセンター 施設長 小針 雅男 殿 

 

 

令和   年   月   日 

 

 

同意者（利用者） 

 

 

氏 名                         印 

 

 

住 所                                          

 

 

 

同意者（利用者家族） 

 

 

氏 名                         印   続柄           

 

 

住 所                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


